
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 今年の旧暦の正月は 1月 22日でした。ちょうど日曜日でしたので、中国・ベトナムの実習生は 

家族と連絡をしたり、ご馳走を作ったりして過ごした事と思います。 

 中国国内でのコロナ規制が突如緩和され、今年は中国国内でも里帰りした人がのべ 20億人とも言われ 

ています。実習生達にとって家族とのつながりは、日本の一般的な感覚以上に強い傾向にあり、成人して 

いても、毎日親に連絡をしているという話も良く聞きます。 

 

         日本語能力試験結果発表 

  昨年 12月 4日に行われた日本語能力試験の結果が発表されました。 

  今回は 20名がエントリーし、 （1級 2名・2級 9名・3級 7名・4級 2名） 

 2名が合格しました （1級 1名・2級 1名・3級 0名・4級 0名） 

  合格した邢さん（介護職種 3年目・1級）クイさん（鉄工職種 5年目・2級）おめでとう 

ございます！今回は、合格まであと数点の、惜しい不合格が数名いました。諦めずに、次回ぜひ 

再チャレンジしてください！ （次回は 7月です） 

                  

JCI産業文化組合の基本方針について  

  1月 17日（火）組合の全職員が集まり、年間の業務報告や、今後の計画・要改善点などについて 

 会議を行いました。 

  各職員共通して、『もっと法律や制度についての知識を深めたい』との要望がありました。 

  その他、業務の効率化や監理のルール決め等についても、前向きに意見を出し合い、改善に向けた 

 話合いができました。 

  その中で、2023年、JCI 産業文化協同組合では、より安全に実習生制度に則った運用をする 

ために、共通目標を以下のように定めました。 

 ・『企業監査の徹底』（労災事故・残業超過・指導員等の変更・労基からの是正等） 

  制度で決められた 3ヶ月 1回の監査では、実習生のタイムカードや賃金台帳を確認するのは 

  もちろん、実習責任者・実習指導員・生活指導員・実習生と可能な限り面談し、実習計画通りの 

  実習が行われているかをチェックします。（その他、消火器・個人収納ケースの確認等） 

  監査訪問の際に病院対応や捺印書類の受け渡し、実習生の指導などが重なってしまうと、どうしても 

  書類のチェックや確認が疎かになってしまいがちですので、労務管理書類や賃金台帳は持ち帰り 

  後日確認をした上で、要修正事項があれば企業に連絡する等、やり方を工夫して行って参りたいと 

  思います。 

   ご理解、ご協力の程、宜しくお願い致します。 
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